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歳入合計
55億1,877万円

決算議会
9月定例会

ように使われました　成果を認定

歳入（財源） 歳出（使いみち）

●令和２年度決算概要
　一般会計の歳出は約50億2611万円となり、令和元年度と比
べて9億2841万円22.7％増となりました。歳出の主なものは、
新型コロナウイルス感染症予防対策各種事業、緊急経済対策と
して特別定額給付金支給、事業者支援、商品券交付事業、観光
宿泊者支援事業、その他、キャンプ場サニタリー棟建設、庁舎
敷地購入、松原湖遊歩道整備、小学校での１人１台タブレット
購入、令和元年度から繰越となった災害復旧工事などです。

地方交付税等
18億3,248万円
33.2％

町税
5億8,241万円
10.6％

国・県支出金
13億7,306万円
24.9％

町債
3億1,783万円
5.8％

分担金・負担金
使用料・手数料
1億4,712万円
2.6％

その他
12億6,587万円
22.9％

議会費
6,557万円
1.3％

総務費
9億8,889万円
19.7％

民生費
11億9,949万円
23.9％

衛生費
3億1,436万円
6.2％

農林水産費
2億2,333万円
4.4％

商工費
4億8,350万円
9.6％

土木費
2億9,579万円
5.9％

消防費
1億6,433万円
3.3％

教育費
4億5,226万円
9.0％

災害復旧費
3億7,785万円
7.5％

公債費
4億6,074万円
9.2％

支　出
食費（人件費） 74万5千円
医療費（扶助費） 19万円
光熱水費や生活消耗品など（物件費） 80万5千円
住宅の増改築や車のローン返済（建設事業費） 56万5千円
住宅、車のローン返済（公債費） 46万円
子どもへの仕送り（他会計への繰出金等） 34万円
自治会費などへの支出（補助費等） 115万円
維持補修費他（災害復旧費他） 46万5千円
預貯金他（積立金他） 28万円

合　計　　500万円

収　入
給与収入（町税） 53万円
一時的な手当 

（譲与税、各種交付金、国・県支出金他） 160万5千円
パート家賃収入

（分担金及び負担金、使用料及び手数料等） 13万円
預貯金の取り崩し（基金繰入金） 36万円
前年度からの繰越金（繰越金） 42万5千円
親からの援助（地方交付税） 166万円
住宅、車、生活資金のローン（町債） 29万円

合　計　　500万円

わがや　小海町家の　家 計 簿 　～小海町の令和２年度決算を
500万円の家計に例えると～　

歳出合計
50億2,611万円
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国民健康保険
事業特別会計

歳入　5億7,364万円
歳出　5億4,337万円

後期高齢者医療
特別会計

歳入　 7,827万円
歳出　 7,823万円

水道事業会計
（収益的収支）

歳入　 9,198万円
歳出　 9,125万円

各  会  計
特別会計
決  算  額

中学校組合会計決算額

歳入　1億8,134万円
歳出　1億7,904万円

介護保険事業
特別会計

歳入　6億7,451万円
歳出　6億6,578万円

令和２年度一般会計決算
　歳　入　55億1,877万円　　歳　出　50億2,611万円
　差引額　 4億9,266万円

土木費
・道路維持修繕費 

１億3,357万円
・道路改良舗装費
 １億4,100万円

民生費
・社会福祉総務費
　（福祉医療他） ７億2,900万円
・保育所エアコン設置工事 

1,595万円

商工費
・コロナ支援事業 6,100万円
・プレミアム商品券助成・商品券交付事業
　 １億2,445万円
・住宅リフォーム・店舗助成
　事業 2,938万円

教育費
・小海小学校改修、プール修繕
 5,415万円
・スケートセンターリンク修繕費 

610万円
・GIGAスクールタブレット
 1,019万円

災害復旧費
・災害復旧工事費 

１億4,442万円
・農林施設災害復旧工事費
 ２億3,342万円

〈一般会計〉

おもな使いみち
総務費
・キャンプ場サニタリー棟建設 

3,456万円
・庁舎敷地購入 １億6,596万円
・憩うまちこうみ事業 

1,038万円

農林水産費
・林道費 1,108万円
・耕作条件改善事業 2,977万円

消防費
・小型ポンプ積載車購入費 547万円
・新型コロナ感染症予防対策費 

916万円

令和２年度　　町のお金はこの

町民１人当たり
1,124,912円
（人口4,468人）

衛生費
・健診・各種予防接種 2,596万円
・ごみ収集委託費 3,410万円
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⑵　収入未済額解消について

　全体的に収入未済額圧縮に努力されたことが伺える。負担の公平と財源確保の観点から、税、保険料・

使用料等に収入未済額が発生することは極めて重要な問題である。諸般の事情が背景にあるが、新たな収

入未済の発生を防ぎ、収入未済額の更なる縮減に努められたい。

また、不能欠損処理した案件については十分精査した上の処理であると考える。今後も債務者や滞納者の

生活実態や財産調査を的確に行い、公平性の観点から適切な対応をとり、計画的で適正な徴収に心掛けら

れたい。

⑶　施設の運営管理等について

ア　観光交流センター八峰の湯については、新型コロナの影響を受け、4月、5月は休館を余儀なくされ、

　入場者も約10万人と大幅な減少となったが、コロナ対策や営業努力が見受けられた。松原湖高原の観

　光拠点施設として、また町民の健康増進施設として重要な役割を果たしている。今後も住民福祉の向

　上と、合理的な経営によって一層の収支改善に努めると共に令和４年度の改修に向け詳細な計画を立

　てるとともにより良い施設運営管理に努められたい。

イ　美術館については、コロナ禍で夏の「スズキコージ展」が中止となったが、前後の展覧会と調整を

　行い、年間を通して展覧会を行うことができた。教育活動の一環として、中学校への教育普及活動、

　福祉関係や一般の方を対象に文化芸術の普及活動を年間16回行い芸術文化の普及に寄与している。ま

　た、令和２年度から４カ年計画で大規模修繕が行われているが、今後も適切な施設管理に努められた

　い。

ウ　松原湖高原スケートセンターについては、近年は特に国際大会、全国大会で松原湖高原スケートセ

　ンター出身者が活躍しており、小海町にとっては長い歴史と地域文化として親しまれている。しかし、

　毎年多額な修繕費を要しており厳しい運営状況となっている。冷凍機の更新については大変高額であ

　り、財源との兼ね合いもあるので十分検討の上、万全な計画を立てられたい。

⑷　その他事業について

ア　憩うまちこうみ事業は、令和２年度で５年が経過した。令和３年３月現在、協定企業は14社である。

　令和２年度はコロナ禍の影響を受けたが、協定企業社員等のセラピー体験やオンラインサロン等を実

　施し、この事業を推進された旨の報告だった。そのような状況の中、憩うまちこうみ協議会の規約が

　令和２年５月27日から施行され、この規約によれば、この協議会は「憩うまちこうみ事業の推進と運

　営を行い、地域振興に資すること」を目的とし、その経費は「憩うまちこうみ事業の収益をもって充

　てる。」と規定している。そして令和2年のこの協議会の収支決算報告書には、この事業による収入

　や、支出ではセラピスト等への支払いが計上されている。令和２年度、町は憩うまちこうみ事業に　

　10,393,102円投じ、セラピスト養成等を実施している。この協議会の「憩うまちこうみ事業」と町

　が平成28年度から始めた「憩うまちこうみ事業」は同じ事業なのか。今回は決算審査での指摘により

　協議会の会計報告を受けたが、この事業は町の予算で実施しており、総計予算主義に則り、その収支

　については町の予算に計上しなければならないものである。その収益を民間団体が得る根拠は何か。

　また、条例等に適した妥当なことなのか。町と憩うまちこうみ協議会の関係はいかなるものか。議会

　等に報告・承認を得ているのか。町はかねてから、この事業を担う組織の育成を目指しており、この

　協議会がこの事業を担うなら、町から委託等を受け自立し、自走できる環境を早急に整備されたい。

イ　チャレンジ支援金について、要綱では事業の募集は特段に事情があると町長が認める者を除き申請

　は5月31日までとなっている。しかし、令和２年度は５月までの申請が１件、残り８件はそれ以降と

　なっている。随時申請を受付するならば要綱の変更をされたい。しかし、本来ならば５月31日までに

　申請し、じっくりと審査する必要があると思われる。いづれにせよ統一し周知徹底されたい。

ウ　移動販売事業については半年ごとに訪問日時の見直しを行ったり、コロナ対策による食事券や商品

　券により新規顧客の獲得、また令和２年度から北相木村まで販売範囲を広げるなど営業努力がされて

　いる。運営している協力隊の任期が令和４年３月で満了を迎えるにあたり今後の運営について慎重に

　検討されたい。

エ　３密を避けやすいキャンプの需要が高まる中、新たにサニタリー棟が建設された。キャンプ場にお

　ける衛生設備の充実度はキャンプ場を選択する際に重要視される。今後もキャンプ場利用者にとって

　利便性がよく、清潔なキャンプ場運営を心掛けられたい。

オ　鞍掛豆のブランド化事業は、昨年度に比べ作付け面積、収穫量ともに大幅に増えた。高付加価値商

　品の開発とともに、更なる市場拡大と、町外に向けた発信、販売促進を推進されたい。

カ　ワイン用ぶどう畑は令和２年度に開始されたばかりの事業である。苗木を植えてからワインになる

　まで、またワイナリーを作るまでのスケジュールを立て、生産者の支援に尽力されたい。

キ　小学校の計画的大規模改修も令和２年度で終了となり、体育館の床の改修、外装塗装、バス待合所

　が整備され教育環境の形成が図られた。また、国のGIGAスクール構想により児童１人１台にタブレ

　ットが配布された。今後も電子黒板や１人１台のタブレットでICT教育を推進されたい。
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１　審査の概要
⑴　審査の期間
　　・実地審査　　令和３年７月21日(水)

　　・書面審査　　令和３年７月29日(木)、30日(金)、８月12日(木) 

⑵　審査の手続き
　この決算審査に当たっては、以下の点に主眼を置き、各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、決算計数及び執行状況の確認・分析を行い、

財政、資金運用、財産管理及び主要事業の各状況について、それぞれの関係諸帳簿及び証書類との照合並

びに実地審査を行うとともに、担当係から決算についての説明を聴取し、併せて定期監査及び例月出納検

査結果も考慮して実施した。

２　審査の結果
 審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書並びに実質収支に関

する調書の計数はそれぞれの関係諸帳簿及び証書類と照合した結果、誤りのないものと認められた。

　予算の執行に関しては、目的を適正に達成するため内部統制の基、迅速で誠実かつ確実な事務処理にな

お一層努力されたい。その内容は後述の意見・総括のとおりである。

３　意　見
⑴　総括的意見

〇歳入について

　町税は、全体として対前年度4,799千円（0.8％）増加であり、地方消費税交付金は、対前年度

19,468千円（22.0％）増であった。地方交付税は、対前年度145,563千円（7.4％）減で、この減額

は主に台風19号災害の特別交付税の減によるものである。また国・県支出金は、対前年度905,642千

円増となり、いずれも新型コロナウィルス感染症対応によるものである。また、令和２年度より法人

事業税交付金が新たに創設された。繰越金は、対前年度155,323千円（49.1％）増であり、これは令

和元年度普通繰越金が335,306千円、繰越明許費分が136,249千円によるものである。予算計上は今

後も過大に見込まないよう留意されたい。

　歳入全体としては、対前年度で949,526千円（20.8％）増となった。引き続き的確で適正な歳入の

確保に努められたい。

〇歳出について

　継続事業に加え、新型コロナウィルス感染症予防対策として、町内の公共施設蛇口の自動水栓化、

PCR検査費用の補助金、ワクチン接種体制の整備等が行われ、緊急経済対策として特別定額給付金の

支給、事業者支援、商品券交付事業、観光宿泊者支援事業が行われ、その他にキャンプ場サニタリー

棟建設工事、庁舎敷地購入、松原湖遊歩道整備、１人１台のタブレットの購入などが実施された。

　新型コロナ対策で中止されたイベントや行事も数多くあり、コロナ対応に影響を受けた令和２年度

であったが、引き続き総合戦略の目標達成に向け、経済対策、若者定住促進、安全安心な町づくり、

町民が健康で豊かな暮らしができる支援等限られた財源を有効に活用し、事業効果を検証しつつ積極

的に進められたい。

〇財政指数等について

　公債費比率は、交付税措置分を除いた元利償還金と標準財政規模の割合で、この比率は低下傾向に

あり、財政健全化が図られている。引き続き交付税等の裏付けのある起債により健全化を図られた

い。

　自主財源と依存財源の割合は健全化傾向であり、経常収支比率は、普通交付税が前年度より

87,562千円増えたため前年度比0.1％低い81.1％となった。

　常に効率的な行政運営や町の果たすべき役割を踏まえ持続可能な財政運営のため、行政・財政改革

を着実に推進されたい。

令和２年度歳入歳出決算審査意見書

監査委員　新　井　　進　一

監査委員　篠　原　　伸　男
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全員賛成で可決令和３年度一般会計補正予算（第４号）
５億1,287万円を追加補正　総額45億1,321万円

全員賛成で可決令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

　
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
財
政
上

の
特
別
措
置
を
受
け
る
た
め
に
、
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
、
持
続
的
発
展

の
た
め
の
基
本
的
な
計
画
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援

に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
新
た
に
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
災
害
対
策
基
本
法
に
定
め
る
、
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
整
備
と
名

簿
情
報
の
提
供
を
規
定
す
る
も
の
で
、

災
害
時
の
被
災
者
を
最
小
限
に
留
め

る
た
め
の
条
例
整
備
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

９月議会 第３回定例会で
こんなことが決まりました

９月議会 第３回定例会で
こんなことが決まりました

【歳出の主なもの】
●本間村上団地用地取得 1億5,700万円
●地域活動支援センターひまわり委託 330万円
●そば粉加工委託 295万円
●農道水路修繕工事 200万円
●新型コロナ対応事業者経営継続支援金 698万円
●プレミアム商品券 2,150万円
●長湖水草駆除 400万円
●道路維持修繕 2,200万円
●第４分団芦谷車庫移転 451万円
●コロナ対策通学バス借り上げ 169万円

条
例
改
正
等

小
海
町
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
海
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

小
海
町
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
適
用

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

2,345万円を追加補正　総額５億5,445万円
全員賛成で可決令和３年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

1,234万円を追加補正　総額６億9,841万円
全員賛成で可決令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

93万円を追加補正　総額8,023万円
全員賛成で可決建設工事請負契約の締結について

大畑町営住宅建設工事　契約金額　9,438万円　有限会社　陸大
全員賛成で可決建設工事請負契約の締結について

道路改良工事　大畑　契約金額　5,115万円　　株式会社　黒澤組
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的
埜
美
香
子

第３回定例会で賛否が分かれた議案
（議員氏名）

（議案名等）

黒
澤
　
敦
史

鷹
野
　
文
則

篠
原
　
哲
雄

井
出
　
和
人

渡
邊
　
晃
子

品
田
　
宗
久

小
池
　
捨
吉

篠
原
　
伸
男

篠
原
　
義
從

有
坂
　
辰
六

議

長

職

井
出
　
幸
実

（○は賛成　×は反対）

陳情第３号　消費税インボイス制度の中止を
求める陳情

発議第３号　新型コロナウイルス感染症から
国民の命を守ることを最優先にした対応を求
める国への意見書

陳情２号　辺野古新基地の中止と、普天間基
地の沖縄県外、国外移転について国民的議論
を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決
するべきとする意見書の採択を求める陳情

発議第４号　辺野古新基地の中止と、普天間
基地の沖縄県外、国外移転について国民的議
論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解
決するべきとする意見書の採択

発議第５号　消費税インボイス制度の中止を
求める意見書

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●
議
会
の
議
案
質
疑
で
要
求
さ
れ
た
資

　
料
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
提
出
さ
れ

　
た
い
。

○
町
長

　
要
求
さ
れ
る
資
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
ぐ
に
出
せ
る
も
の
と
、
作
成

に
時
間
を
要
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
都
度
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
小
海
町
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は

　
個
人
情
報
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

　
に
十
分
配
慮
し
、
予
期
せ
ぬ
災
害
に

　
対
し
有
効
に
名
簿
を
活
用
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
開
示
、

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
十
分
留
意

し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
、
犠
牲

者
を
一
人
も
出
す
こ
と
な
く
、
被
害

や
被
災
者
を
最
小
限
に
留
め
る
対
応

を
し
て
参
り
ま
す
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

各
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

予
算
決
算
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

●
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、

　

普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・
国

　

外
移
転
に
つ
い
て
国
民
的
議
論

　

を
行
い
、
憲
法
に
基
づ
く
公
正
か

　

つ
民
主
的
に
解
決
す
る
べ
き
と

　

す
る
陳
情

　

賛
成
多
数
で
採
択
し
、
衆
参
両

議
長
、
関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

●
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止

　

を
求
め
る
陳
情

　

賛
成
多
数
で
採
択
し
、
内
閣
総

理
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

●
人
道
的
見
地
か
ら
、
沖
縄
防
衛

　

局
に
よ
る
﹁
沖
縄
本
島
南
部
か

　

ら
の
埋
め
立
て
用
土
砂
採
取
計

　

画
﹂
の
断
念
を
国
に
要
請
す
る
こ

　

と
　

み
な
し
採
択
し
、
衆
参
両
議
長
、

関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か

　

ら
国
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

　

優
先
に
し
た
対
応
を
求
め
る
国

　

へ
の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　

賛
成
多
数
で
採
択
し
、
関
係
大

臣
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

陳
　
　
情

議
員
発
議

小海町議会だより　№157７



議案質疑

本
間
村
上
団
地
の
補
償
費
の
内

容
は

A Q
農
機
具
倉
庫
等
の
移
転
に
関
す
る
も
の
で

す
。

？

経
営
継
承
発
展
等
支
援
事
業
と
は

A Q
新
し
い
事
業
で
、
農
業
後
継
者
に
対
す
る

補
助
制
度
で
す
。
加
工
に
取
り
組
む
、
青

色
申
告
な
ど
い
く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
。

？

佐
久
穂
町
連
携
事
業
の
実
績
は

A Q
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
の
共
同
制
作
、
若
手
職

員
同
士
の
研
修
を
実
施
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
し
た
。

？

憩
う
ま
ち
こ
う
み
事
業
内
容
は

A Q
都
会
の
企
業
の
社
員
が
こ
ち
ら
に
来
て
、

セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
る
な
ど
福
利
厚
生
と
し

て
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
人
口
を
増

や
し
て
い
く
も
の
で
す
。

？

登
山
道
の
修
繕
と
は

A Q
み
ど
り
池
か
ら
中
山
峠
の
間
の
登
山
道
や

桟
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。 ？

繰
越
金
が
多
く
あ
る
が
、
保
険

税
の
減
額
の
検
討
は

A Q
国
、
県
へ
の
返
還
金
や
将
来
へ
の
備
え
が

必
要
で
す
の
で
、
審
議
会
で
検
討
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
保
険
税
率
を
据
え
置
き
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 ？

有
休
農
地
対
策
事
業
︵
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
︶
の
状
況
は

A Q
ま
だ
実
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
生
育

は
順
調
に
し
て
い
ま
す
。

？

道
路
維
持
費
が
増
額
に
な
っ
た

理
由
は

A Q
７
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
地
区
懇

談
会
で
出
ま
し
た
土
木
関
係
の
要
望
に
き

め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
で
す
。

？

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶
関
係

小
海
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議

会
と
は

A Q
Ｊ
Ｒ
小
海
線
沿
線
の
市
町
村
及
び
観
光
関

係
の
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

小
海
線
に
絡
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
広

報
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

？

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶
関
係

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
空
調
整

備
と
は

A Q
総
合
セ
ン
タ
ー
の
接
種
会
場
内
に
簡
易
エ

ア
コ
ン
２
台
設
置
の
レ
ン
タ
ル
料
と
設
置

に
伴
う
電
気
工
事
等
で
す
。

？

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
関
係

会
計
年
度
任
用
職
員
に
制
度
が

変
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
か

A Q
労
働
時
間
に
対
す
る
時
間
単
価
が
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
休
暇
な
ど
の
権
利
が
改
善

さ
れ
ま
し
た
。 ？
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商店街の様子

　
　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
共
存

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
に
お

い
て
、
自
分
は
ど
う
対
処
し
て
い

く
か
を
各
人
が
し
っ
か
り
考
え
る

こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
、

行
政
が
よ
り
正
確
で
十
分
な
情
報

提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
阪
府
泉
大
津
市
の
南
出
賢
一
市

長
の
取
り
組
み
が
良
い
例
だ
と
思

う
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
ワ
ク
チ
ン

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
分
か

り
や
す
く
正
確
で
十
分
な
情
報
提

供
の
実
施
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

　

い
。

　
　
　
　
　
町
民
の
皆
様
に
少
し

で
も
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
県
、
地
域
振
興
局
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
町
民
の
皆
様
に
詳

し
い
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

相
談
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
様
々
な
職
業
、
立
場
か
ら
よ

り
多
く
の
人
が
議
員
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
を
用
意
す
る
こ

と
が
町
民
の
た
め
に
な
る
。
日
程

　

活
性
化
、
ひ
い
て
は
町
の
活
性
化

の
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が

町
長
の
お
考
え
は
。

　
　
　
現
在
ア
ル
ル
で
事
業
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
、
新
規
参
入
者

及
び
利
用
者
と
調
整
を
図
り
、
大

い
に
前
向
き
に
捉
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
一
部
を
休
日
夜
間
に
行

う
こ
と
や
、
効
率
的
な
運

用
に
よ
る
日
程
の
短
縮
に

よ
っ
て
時
間
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
、
議
員
の
な
り
手

を
増
や
す
こ
と
は
町
を
元

気
に
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
町

長
の
お
考
え
は
。

　
　
　
議
会
側
か
ら
そ
の

よ
う
な
意
見
が
多
く
出
て

く
れ
ば
応
じ
る
つ
も
り
で

す
。

　
　
ア
ル
ル
か
ら
町
へ
建
物
譲
渡

の
申
し
出
が
な
さ
れ
て
か
ら
し
ば

ら
く
時
間
が
経
っ
て
い
る
。
ア
ル

ル
は
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

駅
と
一
体
化
し
た
町
の
玄
関
で
、

こ
の
町
が
南
佐
久
の
中
心
だ
と
い

う
証
で
あ
る
。
ま
た
ア
ル
ル
は
簡

単
な
間
仕
切
り
と
町
の
意
思
で
、

佐
久
穂
町
東
町
の
よ
う
に
魅
力
的

な
新
規
の
出
店
を
促
進
で
き
る
。

ア
ル
ル
の
町
へ
の
譲
渡
は
商
店
街

　 町
長

一
　
般
　
質
　
問

アルルの譲渡を受け、
商店街と町の活性化を
町長　関係各所と調整を図り前向きに捉えたい

問

答

問

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
住
民
へ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て

駅
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ア
ル
ル
の

町
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て

問 町
民
課
長

黒澤　敦史議員

問

休
日
夜
間
議
会
の

導
入
に
関
し
て
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
検
査
費
等

助
成
制
度
、
町
民
の
中
に
は
知
ら

な
い
方
が
多
い
。
な
ぜ
も
っ
と
広

報
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
さ
ん
等
が
帰

省
さ
れ
る
少
し
前
の
ポ
イ
ン
ト
で
、

防
災
無
線
な
ど
で
広
報
し
て
参
り

ま
し
た
。
第
５
波
、
県
境
を
越
え

る
移
動
は
控
え
よ
う
と
い
う
な
か

で
、
帰
省
を
促
す
こ
と
は
で
き
な

い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
非
常
に

残
念
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
帰
省
す
る
お
子
さ
ん

方
の
た
め
だ
け
の
制
度
で
は
な
い

は
ず
。
普
段
か
ら
不
安
の
あ
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
も
の
で
も

あ
る
の
で
、
も
っ
と
広
報
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　
未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
が
い

る
ご
家
庭
で
、
近
く
に
祖
父
母
も

い
な
い
場
合
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
が
不
安
、
負
担
に
な
る

と
い
う
お
話
を
伺
っ
て
い
る
。
保

育
園
で
の
預
か
り
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
前
に
ご
相

談
を
ま
ず
し
て
頂
い
て
進
め
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
あ
る
程
度
の
効
果
は
あ
っ
た
と

評
価
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
ま
た
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
出
て
い
る
。

お
金
に
余
裕
の
あ
る
方
は
沢
山
買

え
る
仕
組
み
。
幅
広
く
今
ま
で
を

振
り
返
り
、
町
民
の
声
を
聴
い
て

の
政
策
か
。

　
　
　
　
　
　
　
町
民
目
線
で
考

え
ま
す
と
、
な
る
べ
く
全
員
が
買

え
れ
ば
よ
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
事
業
者
に
重
き
を
置
い
た
政

策
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
保
育
園
だ
け
で
な
く
と
も
、

ぜ
ひ
体
制
を
整
え
て
頂
き
た
い
。

又
、
一
時
保
育
は
１
日
２
５
０
０

円
と
大
き
な
負
担
。
全
額
と
は
い

か
な
く
と
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
補

助
で
き
な
い
か
。

　
　
　
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
小
中
学
校
で
の
定
期
検
査
は

　　
　
　
　
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
が
絡
ん
で
き
ま
す
の
で
、
現
状

や
る
気
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
ず

大
原
則
は
、
発
熱
し
た
ら
登
校
さ

せ
な
い
、
発
熱
し
た
ら
連
絡
す
る

の
で
す
ぐ
に
迎
え
に
来
て
く
だ
さ

い
。
き
ち
ん
と
し
た
い
い
病
院
が

あ
る
の
で
発
熱
外
来
へ
出
向
い
て

い
た
だ
く
。
こ
れ
が
一
番
の
基
本

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
実
態
に
即
し
た
対
応
が
で
き

て
い
る
と
お
考
え
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
で
十
分
と

　
　

町
長

教
育
長

一
　
般
　
質
　
問

施設等での定期PCR検査等の拡充は

町民課長　検査等助成事業に含まれると思います

問

答

問町
民
課
長

問

渡
邊
議
員

問

問

問

問

産
業
建
設
課
長

渡邊　晃子議員

産
業
建
設
課
長

子
育
て
支
援
課
長

コ
ロ
ナ
対
策現

況
に
つ
い
て

子
ど
も
達
の
状
況
に
つ
い
て

事
業
者
支
援
は
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的埜　美香子議員

な
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
は
。

　　
　
　
　
　
地
域
の
皆
さ
ん
の
判

断
で
早
期
の
避
難
が
大
切
。
今
、

行
っ
て
い
る
避
難
行
動
支
援
者
名

簿
を
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
と
一

緒
に
活
用
し
、
支
援
が
必
要
な
方

な
ど
事
前
に
避
難
準
備
を
行
い
、

災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

　　
　
地
域
防
災
活
動
を
進
め
る
に

は
、
住
民
へ
の
防
災
教
育
が
必
要
。

地
域
の
災
害
観
を
頭
に
入
れ
て
、

住
民
自
身
が
答
え
を
見
つ
け
て
い

く
。
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
や
常
に

意
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
防
災
セ

ン
タ
ー
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
　

　

　
　
地
域
防
災
計
画
の
進
捗
状
況

は
。

　
　
　
　
　
自
分
達
の
地
区
は
自

分
達
で
守
る
と
い
う
意
味
で
作
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
年
度
末
に

は
13
地
区
が
完
成
見
込
み
で
す
。

町
全
体
を
整
備
し
た
い
考
え
で
す
。

　
　
高
齢
者
率
が
大
変
高
く
、
一

人
暮
ら
し
も
多
い
。
障
が
い
者
や

小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
で

は
共
助
が
特
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
避
難
誘
導
な
ど
地
域
で
の
素

早
い
行
動
を
ど
う
す
る
か
、
詳
細

　

　
　
　
常
に
意
識
を
持
ち
、
先
手

を
取
る
事
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
唐

突
で
す
の
で
、
再
度
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
長
期
振
興
計
画
を
見
た
時
に
、

こ
の
問
題
の
危
機
感
、
緊
急
性
が

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
町
と
し
て
出

来
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
　
　
　
自
治
体
、
農
林
団
体
、

民
間
企
業
、
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の
皆

さ
ん
が
、
気
候
危
機
、
温
暖
化
に

対
し
、
対
策
と
努
力
に
力
を
注
ぎ
、

意
識
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
　
町
民
の
中
に
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
の
研
究
を
さ
れ
、

提
言
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
。
専
門
部
署
を
設
け
、

専
門
的
な
課
題
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
CO2

削
減
に
結
び
つ
く
よ
う

な
も
の
を
た
た
き
上
げ
、
そ
う
い

っ
た
部
署
と
の
整
合
性
を
と
り
、

　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
﹁
元
気
な
小
海
町
づ
く
り
﹂

は
進
ん
だ
か
。

　
　
　
憩
う
ま
ち
こ
う
み
の
成
果

で
は
、
善
の
循
環
が
人
間
の
生
き

ざ
ま
、
政
策
の
持
っ
て
行
き
方
の

基
本
で
、
元
気
な
町
は
元
気
な
町

民
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
元
気
な
町

を
つ
く
る
、
こ
の
循
環
が
う
ま
く

回
る
こ
と
が
元
気
で
強
い
町
を
作

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

住民への防災教育に防災センター設置を

町長　再度検討させていただきます

問

答

問

問

町
長

町
長

町
長

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
へ

問 問

町
の
気
候
危
機
対
応
は

３
年
目
の
決
算
を
迎
え

町
民
課
長

町
民
課
長

町
民
課
長

問

問

一
　
般
　
質
　
問
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現在の小海駅前

　
　
今
の
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
人
間

が
よ
り
便
利
に
、
よ
り
速
く
、
よ

り
豊
か
に
を
追
い
求
め
、
大
量
生

産
、
大
量
消
費
で
経
済
性
、
効
率

性
を
優
先
し
た
急
ぎ
過
ぎ
た
社
会

の
生
き
方
の
見
直
し
を
訴
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

東
京
へ
の
一
極
集
中
が
人
と
人
と

の
関
わ
り
、
人
と
自
然
と
の
関
わ

り
な
ど
が
希
薄
化
し
て
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
田
舎
の
よ
さ
は
人

の
顔
が
分
か
る
こ
と
、
声
が
聞
こ

え
る
こ
と
、
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
人
は
人
と
の
つ
な
が
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
人
と
人
が
つ
な
が

る
場
所
を
駅
前
に
作
っ
て
欲
し
い
。

小
海
町
高
原
美
術
館
が
１
９
９
７

年
に
開
館
し
て
、
24
年
間
の
間
に

関
係
を
築
い
て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
は
、
ア
ニ
メ
、
写
真
、
絵
本

作
家
な
ど
が
い
ま
す
。
ま
た
所
蔵

作
品
に
は
新
海
誠
さ
ん
69
点
、
島

岡
達
三
さ
ん
37
点
、
栗
林
今
朝
男

さ
ん
103
点
、
谷
本
清
光
さ
ん
119
点
、

井
出
陽
一
郎
さ
ん
122
点
、
油
井
正

次
さ
ん
85
点
な
ど
合
計
で
729
点
あ

り
ま
す
。
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

所
蔵
作
品
を
活
用
し
て
、
駅
を
文

化
的
施
設
に
ア
ル
ル
を
商
業
的
施

設
プ
ラ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

的
施
設
と
し
て
魅
力
あ
る
駅
前
開

発
を
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
君
の
椅
子
事
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
は
誕
生
し
た
生
命
に

居
場
所
と
し
て
の
椅
子
を
贈
ろ
う

と
い
う
事
業
で
す
。
木
の
小
さ
な

君
の
椅
子
は
座
る
機
能
は
、
６
、

７
年
で
も
そ
の
役
割
は
一
生
も
の

で
す
。
生
涯
に
寄
り
添
い
続
け
る

も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
、

そ
の
思
い
出
の
力
が
人
生
の
道
の

り
に
勇
気
を
湧
き
上
が
ら
せ
て
く

れ
て
町
を
愛
す
る
心
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
検
討
委
員
会
が
あ
る
の
で
、

そ
の
中
で
提
言
を
い
た
だ
い
て
、

細
か
い
仕
様
に
つ
い
て
は
議
論
い

た
だ
く
と
い
う
形
に
な
ろ
う
か
と

は
思
い
ま
す
け
ど
、
何
と
し
て
も

駅
舎
、
そ
し
て
ア
ル
ル
は
有
効
活

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
り
ま

す
。

　
　
買
い
物
の
楽
し
み
の
な
い
町

は
町
と
し
て
の
魅
力
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ア
ル
ル
が
町
民
誰

も
が
集
う
こ
と
で
き
る

拠
点
と
し
て
の
役
割
と

食
料
品
な
ど
を
買
え
る

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
機
能

を
含
め
た
商
業
施
設
と

し
て
存
続
し
、
駅
前
商

店
街
の
核
と
な
る
よ
う

に
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
　
駅
舎
と
ア
ル
ル
、

こ
れ
は
一
貫
性
の
も
の

と
し
て
、
方
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

町
長

一
　
般
　
質
　
問

町長　駅舎、アルルは有効活用していきたい

問

答

問

問

魅力のある駅前開発をしてほしい

品田　宗久議員

町
長

品
田
議
員
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地
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、
後

継
者
に
胸
を
張
っ
て
渡
す
こ
と
が

で
き
な
い
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
で

き
る
こ
と
は
堆
肥
を
入
れ
る
、
特

に
で
き
れ
ば
植
物
性
の
堆
肥
、
牛

糞
堆
肥
を
入
れ
る
こ
と
で
土
壌
改

良
に
つ
な
が
る
、
そ
し
て
持
続
可

能
な
農
業
の
た
め
に
是
非
全
て
の

堆
肥
に
助
成
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
連
作
障
害
に
つ

い
て
、
今
後
ど
う
い
っ
た
方
向
が

良
い
か
、
そ
し
て
土
壌
改
良
に
ど

の
よ
う
な
も
の
を
投
入
す
る
こ
と

で
改
良
が
図
ら
れ
、
病
気
が
な
く

な
り
、
生
産
性
が
高
ま
る
の
か
関

係
機
関
と
協
議
の
上
研
究
し
て
参

　

　
　
　
国
は
農
家
の
大
規
模
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
小

規
模
の
皆
さ
ん
は
大
変
苦
労
を
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
国
・
県
の
事

業
は
実
施
し
て
い
ま
す
。
補
助
と

し
て
単
独
で
は
鹿
柵
・
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
設
置
等
が
あ
り
ま
す
。
鞍

掛
豆
、
ソ
バ
を
作
っ
て
い
た
だ
き

全
量
買
い
取
り
と
い
う
施
策
を
し

て
い
ま
す
。
是
非
　
小
規
模
農
家

の
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。

　
　
今
農
業
生
産
現
場
が
元
気
を

な
く
し
て
い
る
。
農
業
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
に
、
中
小
・
家
庭

・
農
業
経
営
に
対
す
る
支
援
を
手

厚
く
し
、
小
さ
な
畑
を
耕
し
て
い

る
高
齢
者
の
皆
様
な
ど
　
多
様
な

担
い
手
に
対
す
る
行
政
か
ら
の
支

援
が
大
切
で
す
が
お
考
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
長

井出　幸実議員

　
　
高
原
野
菜
農
家
も
花
卉
農
家

も
連
作
障
害
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

最
終
手
段
で
あ
る
土
壌
消
毒
等
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
地
力
の
低
下

は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
有
機
堆
肥
を
施
し

て
い
る
の
で
す
が
全
て
の
堆
肥
に

つ
い
て
町
の
助
成
は
で
き
な
い
で

す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
と
相
談
し

て
い
ま
す
が
農
業
者
の
皆
さ
ん
が

ど
ん
な
堆
肥
を
使
用
し
て
い
る
か
、

実
態
も
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
し
、

土
壌
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
実
践
が
行
わ
れ
て
い
な
い

現
状
で
あ
り
ま
す
。

持続可能な農業を

産建課長　関係機関と協議し研究して参ります

問

答

問

問

産
業
建
設
課
長

問

産
業
建
設
課
長

一
　
般
　
質
　
問
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町
内
の
カ
ラ
マ
ツ
林
の
多
く

が
伐
期
を
迎
え
、
カ
ラ
マ
ツ
林
に

関
心
が
出
て
い
ま
す
。
新
聞
等
に

も
﹁
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
﹂
だ
と
か
、

カ
ラ
マ
ツ
林
の
値
上
が
り
等
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
に
は
、
林

政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
職
員
が
お
り
ま

す
が
、
何
を
目
標
と
し
、
現
在
は

何
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
制
度
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
創
設
さ
れ
て
お
り
、
林
政
全
般

に
わ
た
る
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
、
林
道
整
備
、
県
有
林
、

有
害
鳥
獣
害
等
林
政
全
般
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
中
部
森
林
組
合
と

　

協
定
し
、
林
政
行
政
推
進
を
目
的

に
、
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
﹁
森
林

経
営
管
理
制
度
﹂
が
ス
タ
ー
ト
し
、

森
林
所
有
者
の
伐
採
、
造
林
保
育

な
ど
、
経
営
管
理
の
意
向
調
査
も

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
大
面
積
の
伐
採
は
、
災
害
発

生
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
水
源

涵
養
林
及
び
危
険
地
帯
で
の
伐
採

を
規
制
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
一
度
に
、

多
く
の
面
積
が
伐
採
さ
れ
る
事
は

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
災
害
を
考
え

施
工
業
者
と
調
整
を
し
な
が
ら
計

　

広
く
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
マ
ツ
林
嵩

上
げ
事
業
と
し
て
、
件
数
は
20
件
、

面
積
は
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施
し
ま

し
た
。
再
造
林
の
必
要
性
、
山
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

広
報
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
﹁
広

報
こ
う
み
﹂
に
掲
載
し
て
い
く
計

画
で
す
。

画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
再
造
林
事
業
に
つ
い
て
、
今
、

再
造
林
事
業
は
、
二
つ
の
事
業
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
主
伐
後
の
再
造
林
十
年
保
証
制

度②
分
収
林
造
林
制
度

　
前
年
度
の
再
造
林
補
助
申
請
件

数
は
何
件
で
す
か
。
補
助
制
度
が

　

一
　
般
　
質
　
問

カラマツ林再造林補助事業の推進を

町長　再造林の必要性を広報していきます

問

答

問産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

問

問

産
業
建
設
課
長

井出　和人議員
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小
海
町
の
中
で
受
け
入
れ

て
も
い
い
と
い
う
区
の
総
意
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
町
よ
り
残
廃
棄
物
処
理
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
両
区

へ
申
し
出
が
あ
り
、
委
員
会
は
町

に
あ
る
検
討
委
員
会
と
同
じ
位
置

づ
け
に
な
る
の
か
、
メ
ン
バ
ー
は
。

　　
　
　
　
　
残
置
物
の
処
理
片
付

け
を
目
的
と
す
る
検
討
委
員
会
の

準
備
会
の
よ
う
な
形
式
で
弁
護
士

　

　
　
先
般
、
私
は
、
富
士
見
町
役

場
を
訪
問
し
、
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
栽

培
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
て

き
ま
し
た
。
４
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
農
家
へ
の
支
援
が
し
っ
か
り

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
海
町
の
補
助

制
度
は
。

　
　
　
　
　
　
　
補
助
制
度
は
、

来
年
度
か
ら
創
設
し
ま
す
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
名
の

任
期
後
の
支
援
は
。

　
　
　
　
　
　
　
認
定
新
規
就
農

者
に
な
る
交
付
金
を
調
べ
ま
す
。

　
　
集
落
支
援
事
業
は
50
万
で
す

が
、
増
額
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
議
会
で
認
め
て
頂
け
れ
ば
、

100
万
円
に
戻
す
考
え
は
あ
り
ま
す
。

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
実
行
委
員

会
的
組
織
が
良
い
と
。
メ
ン
バ
ー

は
地
元
区
、
県
、
町
、
専
門
的
有

識
者
の
方
。

　
　
　
　
地
元
、
町
、
法
律
的
な

意
見
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
検

討
す
る
会
議
が
必
要
で
、
町
長
が

委
嘱
す
る
委
員
会
で
は
な
く
、
実

行
委
員
会
形
式
で
良
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
各
区
各
機
関
と
調
整

し
て
早
め
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
ブ
ド
ウ
栽
培
の
現
況
と
今
後

の
栽
培
計
画
、
品
種
選
定
に
つ
い

て
、
計
画
立
案
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
試
験
栽
培
の
品

種
は
問
題
な
く
生
育
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
笠
原
地
区
で
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
品
種
が
育
つ
か
、

ワ
イ
ン
に
し
た
時
の
味
は
ど
う
か

２
段
階
で
評
価
し
て
い
き
た
い
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
令
和
８
年
か
ら

令
和
10
年
ぐ
ら
い
の
予
定
。

　
　

町
長

副
町
長

町
長

問

問町
長

篠原　哲雄議員

　
　
小
海
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

跡
地
の
最
終
処
分
場
建
設
計
画
本

間
区
は
、
反
対
で
決
議
、
町
へ
要

望
書
を
提
出
し
、
町
よ
り
地
元
区

の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
建
設
計
画

は
進
め
ま
せ
ん
と
い
う
回
答
が
あ

り
、
町
長
に
確
認
で
す
が
、
処
分

場
な
し
と
い
う
こ
と
で
宜
し
い
で

す
か
。

　
　
　
区
の
総
意
が
反
対
な
ら
総

意
を
重
ん
じ
て
な
し
と
い
う
こ
と

で
結
構
で
す
。

　
　
町
内
他
地
区
に
公
募
で
処
分

場
建
設
を
募
る
意
向
が
あ
る
の
か
。

最終処分場建設計画
本間区は反対　町の考えは
町長　区の総意が反対なら総意を重んじます

問

答

問

問

町
民
課
長

ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
栽
培
に
つ
い
て

問産
業
建
設
課
長

篠
原
議
員

産
業
建
設
課
長

問

問産
業
建
設
課
長

一
　
般
　
質
　
問
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置



編  

集  

後  

記

町営住宅建設予定地

道路改良工事予定地

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
む
に
つ
れ
感
染
者
も
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
小
海
町
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
順
調
に
進
み
、
11
月
中
に
は
終
了

見
込
み
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
小
海

町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
審

議
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
人
議
員
に
と
っ
て
は
初
の
決
算
議
会

で
す
が
、
個
々
に
資
料
の
勉
強
を
し
て
臨

ん
だ
議
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
各
地
で
水
害
・
土
砂
災
害
が
多
発

し
て
お
り
ま
す
。
今
議
会
で
小
海
町
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
時
に
は
地
区
自
主
避
難
計
画

と
合
わ
せ
て
活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。
災

害
は
、
い
つ
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
常

に
災
害
に
備
え
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
︵
編
集
委
員
　
篠
原
　
哲
雄
︶

　
　
　
　
　
編
集
責
任
者
　
有
坂
　
辰
六

　
　
　
　
　
編
集
委
員
長
　
小
池
　
捨
吉

　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
的
埜
美
香
子

　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
篠
原
　
哲
雄

　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
鷹
野
　
文
則

議
会
だ
よ
り 

発
　
行
/小
海
町
議
会

編
　
集
/議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

責
任
者
/議
長
　
有
坂
辰
六

No.157
９
月
定
例
会
号

2021.10.25

この議会だよりは資源保護と環境保全のため、再生紙と大豆油インキを使用しています。

事
務
局
/ 〒
384-1192 長

野
県
南
佐
久
郡
小
海
町
豊
里
57-1

TEL.0267-92-2578
印
刷
/キ
ク
ハ
ラ
イ
ン
ク
有
限
会
社

まめや 直売所

議会に関する事は町ホームページをご覧下さい。
定例会一般質問を音声により聞く事ができます。

また、会議録もホームページへ掲載しておりますので、
ご覧下さい。

詳しくは、議会事務局電話 0267-92-2578にお問い合わせください。

車椅子をご利用の方は、議場内の専用スペースで
傍聴することができます。次回定例会は

12月開催予定です
　議会ではどんな発言をしているのか、
またどんなまちづくりを考えているのか、
今後の町の方向性を
直接聞くことができ
る良い機会です。ぜ
ひ、お越し下さい。

小海町議会

議会を傍聴してみませんか

◆
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

大
畑
町
営
住
宅
建
設
工
事

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
㈲
陸
大
が
９
千
４
３
８
万
円
で
落

札
し
た
の
に
伴
い
、
建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
を
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

道
路
改
良
工
事
︵
大
畑
︶

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
㈱
黒
澤
組
が
５
千
１
１
５
万
円
で

落
札
し
た
の
に
伴
い
、
建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
を

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

最
終
日
追
加
議
案

契
約
議
決
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